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午後 ２時００分 開 議

○議長（小松穂積） これより、本日の会議を開きます。

○議長（小松穂積） 本日の議事は、議事日程第６号をもって進めます。

日程第１ 議案第４２号から第４８号までを一括上程

○議長（小松穂積） 日程第１、議案第４２号から第４８号までを一括して議題といた

します。

この際、委員会における審査の経過並びに結果について、各委員長の報告を求める

ことにいたします。

最初に、総務委員長の報告を求めます。６番田司委員長

【総務委員長 田司 登壇】

○総務委員長（田司） それでは、総務委員会に付託になりました議案について、審

査の経過と結果を御報告いたします。

議案第４２号男鹿市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例についてであります。

本議案は、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、投

票管理者等の報酬額を改定するとともに、男鹿みなと市民病院に期日前投票所を設置

することに伴い、短時間で従事する投票管理者等の報酬額を規定するため、本条例の

一部を改正するものであります。

本案について、委員より、男鹿みなと市民病院へ期日前投票所を設置するに至った

経緯と感染症対策について質疑があり、当局から、投票率の向上に向け、一定の来院

者が見込まれ、公共バスの発着点でもある男鹿みなと市民病院へ設置することで、通

院や家族の送迎時の投票が期待できることから、多くの診療科が診察している平日の

午前９時から午後１時までを開設時間とした。

また、病院入り口前を期日前投票所の設置場所と想定しており、院外であることか

ら、十分な感染症対策が図られるものと考えているとの答弁がありました。

以上の審査経過により、本案については、異議なく、原案のとおり可決すべきもの

と決した次第であります。
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○議長（小松穂積） 次に、産業建設委員長の報告を求めます。３番鈴木元章委員長

【産業建設委員長 鈴木元章 登壇】

○産業建設委員長（鈴木元章） 産業建設委員会に付託になりました議案について、審

査の経過と結果を御報告いたします。

初めに、議案第４３号男鹿市民文化会館電気設備改修工事請負契約の締結について

であります。

本議案は、男鹿市民文化会館電気設備改修工事請負について、令和７年５月８日に

条件付き一般競争入札を執行した結果、男鹿市船越字内子１番地７１１、羽後電設工

業株式会社 男鹿営業所、所長 智田康成が、２億５，４１０万円で落札したので、

本契約を締結するものであり、よって、地方自治法第９６条第１項第５号及び男鹿市

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

り、議会の議決を求めるものであります。

本案について、当局から、入札には２社が参加し、落札率は９９．１パーセントで

あった。

本工事は継続費を設定の上、２か年で実施するものであり、完成期日は令和８年８

月３１日を予定している。

なお、設備等の設置時に停電とする必要があるため、来年４月から８月までの期間

は、当該施設を休館する予定としているとの説明がありました。

本案については、異議なく、原案のとおり可決すべきものと決した次第でありま

す。

次に、議案第４４号市道の廃止について及び議案第４５号市道の認定についてであ

ります。

本２議案は、秋田県が施行した五里合地区農地集積加速化基盤整備事業に伴い、橋

本１号線ほか１５路線、延長９，３８０メートルの市道を廃止するとともに、疋沢１

号線ほか１３路線、延長６，６１０メートルの市道を認定するものであり、一括上

程、一括審査したものであります。

本２議案については、異議なく、原案のとおり可決すべきものと決した次第であり

ます。

次に、議案第４７号男鹿市ガス供給条例の一部を改正する条例についてでありま
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す。

本議案は、物価高により厳しい状況にある生活者を支援することを目的に、電気・

ガス料金負担軽減支援事業によるガス料金の値引きを行うため、本条例の一部を改正

するものであります。

改正内容としては、ガス料金算定の値引き支援期間及び調整単位料金から減ずる額

を追加するものであり、令和７年７月及び９月使用分を、それぞれ１立方メートル当

たり税込み８円値引くとともに、需要量の大きい８月使用分は、税込み１０円の値引

きを行うものであります。

また、「ジャパン・パックライス男鹿」にローリーで供給する「液化天然ガス」も

対象となり、令和７年８月及び１０月供給分を、それぞれ１トン当たり税込み９，７

２４円値引くとともに、需要量の大きい９月供給分は、税込み１万２，１５６円の値

引きを行うものであります。

本案については、異議なく、原案のとおり可決すべきものと決した次第でありま

す。

以上で産業建設委員会の報告を終わります。

○議長（小松穂積） 次に、予算特別委員長の報告を求めます。１４番小野肇委員長

【予算特別委員長 小野肇 登壇】

○予算特別委員長（小野肇） 予算特別委員会に付託されました議案第４６号令和７年

度男鹿市一般会計補正予算（第１号）及び議案第４８号令和７年度男鹿市一般会計補

正予算（第２号）について、審査の経過と結果を御報告申し上げます。

本委員会は、去る６月１６日に開会し、各予算について補足説明を受け、質疑を行

いました。

この際、その予算の内容については省略させていただき、質疑されました主な点に

ついてのみ御報告申し上げます。

第１点として、なまはげの里おが移住定住交流促進事業についてであります。

一つとして、移住体験住宅を整備するに当たり、今回、寄附物件が本事業の活用対

象に選ばれた理由。また、その選定要件の基準について。

二つとして、移住体験住宅の宿泊者は、移住希望者のみを想定しているのか。ま

た、一般の宿泊施設としての利用は想定していないのかについて。
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三つとして、利用者の宿泊期間は２泊から３０泊を想定しているとのことである

が、滞在期間中の体験メニューは準備しているのかについて。

第２点として、乗合タクシー実証運行事業において、新規事業者の参入や車両選定

及び実証実験の結果によるその後の対応等の考え方。また、料金設定、運行期間及び

運行時間はどのように想定しているのかについて。

第３点として、男鹿産米ふるさと納税返礼品出品力強化支援事業において、補助対

象者の想定と設備導入経費の算定及び補助率の上限設定の考え方。また、返礼品の出

品力を強化していく中で、設備機器の新規購入だけではなく更新も対象となるのかに

ついて。

第４点として、複合交流施設整備検討事業において、全体計画が基本構想策定、基

本計画策定、基本設計、実施設計等となっているが、これらをどのように進め、併せ

て市民や議会からの意見集約はどのように行うのか。また、人口減少が進む中、施設

整備については、費用面など様々な意見を伺い相当慎重に協議をし、進めていくべき

と考えるが当局の見解について。

第５点として、北浦コミュニティセンター移転改修事業において、実施設計等を業

務委託するとのことであるが、旧北陽小学校のどの部分をどの程度改修するのか。ま

た、２階、３階の空き教室などの利活用に係る方針等について。

第６点として、投票率向上対策事業において、高齢化が進んでいる地域にあって、

わざわざ出向いて投票する方が少ない現状の中、男鹿みなと市民病院に期日前投票所

を設置する理由。また、投票率向上に有効な手段である移動期日前投票所の検討状況

はどうなっているのかについて。

第７点として、消防団員の不足に対する確保方法と進め方、今後の分団の統合など

再編の考え方。また、団員のスキル向上及び報酬など消防団を今後どのように展開し

ていくのかについて。

第８点として、あまたある感染症への対応として、今回ＲＳウイルスワクチンの接

種事業が予算計上された背景について。

第９点として、有害鳥獣誘因樹木伐採補助金の個人への委託や、やぶの刈払いなど

は補助対象となるのかについてなどの質疑に対し、当局からそれぞれ答弁があったも

のであります。
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本委員会においては、なお詳細に審査するため、常任委員会ごとによる分科会を設

置し、審査したものであります。

各分科会とも、全ての審査を終了しましたので、先ほど委員会を再開し、各分科会

委員長から詳細な報告があったものであります。

以上の審査経過により、本委員会に付託されました議案第４６号令和７年度男鹿市

一般会計補正予算（第１号）及び議案第４８号令和７年度男鹿市一般会計補正予算

（第２号）」については、原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（小松穂積） これより各委員長に対する質疑を許します。質疑ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 質疑なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

討論は通告がありませんので、終結いたします。

これより議案第４２号から第４８号までを一括して採決いたします。

本７件に対する各委員長の報告は可決であります。本７件は、各委員長の報告のと

おり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、議案第４２号から第４８号まで

は、原案のとおり可決されました。

日程追加の件

○議長（小松穂積） 次に、お諮りいたします。ただいま市長より議案第４９号が提出

されました。この際、本件を日程に追加し、議題といたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、本件を日程に追加し、議題とす

ることに決しました。
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日程第２ 議案第４９号を上程

○議長（小松穂積） 日程第２、議案第４９号監査委員の選任についてを議題といたし

ます。

提案理由の説明を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） ただいま議題となりました議案第４９号監査委員の選任につきま

して、提案理由の御説明を申し上げます。

本議案は、本市監査委員の鈴木誠氏が本年６月３０日をもって任期満了となること

から、引き続き同氏を選任したいというものであります。

皆様からの御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（小松穂積） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 質疑なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

お諮りいたします。本件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会への付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、本件については、委員会への付

託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 討論なしと認めます。よって、討論を終結いたします。

これより議案第４９号監査委員の選任についてを採決いたします。鈴木誠氏の監査

委員の選任については、これに同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、議案第４９号は、同意すること

に決しました。

日程追加の件

○議長（小松穂積） 次に、お諮りいたします。ただいま議会案第２６号及び第２７号
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が提出されました。この際、本２件を日程に追加し、一括して議題といたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、本２件を日程に追加し、一括し

て議題とすることに決しました。

日程第３ 議会案第２６号及び第２７号を一括上程

○議長（小松穂積） 日程第３、議会案第２６号地方財政の充実・強化を求める意見書

及び議会案第２７号ゆたかな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務教育費国庫負

担割合引上げを求める意見書を一括して議題といたします。

お諮りいたします。本２件については、会議規則第３７条第３項の規定により、提

案理由の説明及び質疑並びに委員会への付託を省略いたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、本２件については、提案理由の

説明及び質疑並びに委員会への付託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 討論なしと認めます。よって、討論を終結いたします。

これより議会案第２６号及び第２７号を一括して採決いたします。本２件について

は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、議会案第２６号及び第２７号

は、原案のとおり可決されました。

地方財政の充実・強化を求める意見書

いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化に伴う社会保障制度の整備、子育て
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施策、人口減少下における地域活性化対策はもとより、ＤＸの推進、脱炭素化、物価

高騰対策など、極めて多岐にわたる新たな役割が求められています。加えて、多発化

する大規模災害への対応や新興感染症への備えも求められる中、地域公共サービスを

担う人員は圧倒的に不足しており、職場における疲弊感は日々深刻化しています。

政府はこれまで「骨太方針」に基づき、地方一般財源の前年度水準を確保する姿勢を

示してきました。しかし、増大する行政需要と不足する人員体制に鑑みれば、今後は

より積極的な財源確保が求められます。

このため、２０２６年度政府予算、また、地方財政の検討にあたっては、現行の地

方一般財源水準確保から積極的に踏み出し、社会全体として求められている賃上げ基

調に相応する人件費の確保を含めた地方財政を実現するよう、以下の事項の実現を求

めます。

記

１ 社会保障の充実、地域活性化、自治体ＤＸ、脱炭素化、物価高騰対策、防災、減

災、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握す

るとともに、それを支える人件費を重視しつつ、現行の水準にとどまらない、より

積極的な地方財源の確保・充実を図ること。

２ とりわけ、子育て対策、地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、よ

り高まりつつある社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることか

ら、引き続き、地方単独事業分も含めた、十分な社会保障経費の拡充を図ること。

特に、これらの分野を支える人材確保に向けた自治体の取組を十分に支える財政措

置を講じること。

３ 地方交付税の法定率を引き上げるなどし、引き続き、臨時財政対策債に頼らな

い、より自律的な地方財政の確立に取り組むこと。また、地域間の財源偏在性の是

正に向けては、所得税や偏在性がより小さい消費税を対象に国税から地方税への税

源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。

４ 政府として減税政策を検討する際は、地方財政を棄損することがないよう、あら

かじめ「国と地方の協議の場」を活用するなどし、特段の配慮を行うとともに、地
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方財政への影響が想定される場合は、確実にその補填を行うこと。

５ 「地方創生推進費」として確保されている１兆円については、現行の財政需要に

おいて不可欠な規模であることから、恒久的財源としてより明確に位置づけるこ

と。また、その一部において導入されている行革努力や取組の成果に応じた算定方

法は、標準的な行政水準を保障するという地方交付税制度の趣旨に反することか

ら、今後採用しないこと。

６ 会計年度任用職員においては２０２４年度から勤勉手当の支給が可能となったも

のの、今後も当該職員の処遇改善や雇用確保が求められることから、引き続き、そ

の財政需要を十分に満たすこと。

７ 諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対する特別交付税の減額措

置について、地域手当はその対象から除外されたものの、寒冷地手当、期末・勤勉

手当等については依然、その措置が残されていることから、自治体の自己決定権を

尊重し、これらの減額措置を早期に廃止すること。

８ 自治体業務システムの標準化・共通化に向けては、その移行に係る経費はもとよ

り、移行の影響を受けるシステムの改修経費や大幅な増額が見込まれるシステム運

用経費まで含め、必要な財源を補填すること。また、戸籍等への記載事項における

「氏名の振り仮名」の追加やマイナンバーカードと健康保険証・運転免許証の一体

化など、自治体ＤＸに伴うシステム改修や事務負担、人件費の増大が想定される際

は、十分な財政支援を行うこと。

９ 地域の活性化に向けて、その存在意義が改めて重視されている地域公共交通につ

いて、公共交通専任担当者の確保を支援するとともに、こども・子育て政策と同

様、普通交付税の個別算定項目に位置づけ、一層の施策充実を図ること。

10 人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充するなど、地

方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化を図ること。

11 自治体の行う事業において、労務費の適切な価格転嫁が果たされるよう、必要な

財政支援を行うこと。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。
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令和７年６月２５日

秋田県男鹿市議会

議 長 小 松 穂 積

衆 議 院 議 長 額 賀 福志郎 殿

参 議 院 議 長 関 口 昌 一 殿

内 閣 総 理 大 臣 石 破 茂 殿

財 務 大 臣 加 藤 勝 信 殿

総 務 大 臣 村 上 誠一郎 殿

厚 生 労 働 大 臣 福 岡 資 麿 殿

国 土 交 通 大 臣 中 野 洋 昌 殿

デ ジ タ ル 大 臣 平 将 明 殿

内閣府特命担当大臣（こども政策 少子化対策 若者活躍 男女共同参画 共生・共助）

三 原 じゅん子 殿

ゆたかな学びの実現及び教職員定数改善並びに

義務教育費国庫負担割合引上げを求める意見書

学校現場では、貧困・いじめ・不登校・教職員の長時間労働など解決すべき課題が

山積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時

間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働き方

改革を実現するためには、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が

不可欠です。

２０２１年の法改正により、小学校の学級編制標準は２０２５年度までに３５人に

引き下げられました。また、中学校においては２０２６年度から引き下げる方針と

なっています。今後は、高等学校での早期実施ときめ細かい教育活動を進めるため

に、さらなる学級編制標準の引下げ、少人数学級の実現が必要です。

秋田県においては、厳しい財政状況の中でも、一人一人の子どもに教職員の目を行

き渡らせるため、独自の少人数学級を実施しているところですが、ゆたかな子どもの
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学びを保障するための財源は、本来国が負担するべきと考えます。

よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方

自治体が計画的に教育行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよ

う強く要請します。

記

１ 子どもたちの教育環境改善及び教職員の働き方改革並びに長時間労働是正のため

に、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進すること。

２ 高等学校での３５人学級を早期に実施すること。また、さらなる学級編制標準の

引下げ等、少人数学級について検討すること。

３ 自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう、

加配の削減は行わないこと。

４ 教育の機会均等と水準の維持向上を図り、地方財政を確保するため、義務教育費

国庫負担割合を引き上げること。

５ 教育課程の時数と内容の過多（カリキュラム・オーバーロード）は、子どもや教

職員に過大な負担となることから、学習指導要領の内容の精選等を行うこと。

６ 新規採用を持続的に確保し、専門性を発揮し意欲を持って働くことができるよ

う、教職員の待遇改善に必要な財源措置を講ずること。

７ 新卒者の就業機会や教職員の年齢構成バランスの確保等の観点を十分に考慮し、

全ての自治体で定年引上げ期間中に教職員の安定的な新規採用ができるよう、定数

加配措置をはじめとした必要な財政措置を講ずること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。

令和７年６月２５日

秋田県男鹿市議会

議 長 小 松 穂 積

衆 議 院 議 長 額 賀 福志郎 殿
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参 議 院 議 長 関 口 昌 一 殿

内 閣 総 理 大 臣 石 破 茂 殿

財 務 大 臣 加 藤 勝 信 殿

総 務 大 臣 村 上 誠一郎 殿

文 部 科 学 大 臣 あ べ 俊 子 殿

日程追加の件

○議長（小松穂積） 次に、お諮りいたします。御配付いたしております議員派遣の件

を日程に追加し、議題といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、本件を日程に追加し、議題とす

ることに決しました。

日程第４ 議員派遣の件

○議長（小松穂積） 日程第４、議員派遣の件を議題といたします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６６条の規定により、御配付いた

しておりますとおり、議員を派遣することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、御配付いたしておりますとお

り、議員を派遣することに決しました。

鈴木監査委員挨拶

○議長（小松穂積） 先ほど監査委員に同意いたしました鈴木誠氏から御挨拶したい旨

の申出がありますので、これを許します。鈴木監査委員

【監査委員 鈴木誠 登壇】

○監査委員（鈴木誠） それでは、一言御挨拶を述べさせていただきたいと思います。

先ほどは、監査委員として３度目の任期に就くことに御同意をいただき、引き続き

本市のために働かせていただくことになりましたことに対しまして、お礼を申し上げ

たいと思います。
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これまでの８年間は、あっという間に過ぎ去った感がありますが、人口減少が続く

中で、コロナ禍を経て、物価高騰に見舞われるなど、市政をめぐる状況は大きく変化

しております。

この間、本市におきましては、当面する様々な課題の解決に向けて、積極果敢な施

策・事業が展開されており、職員の方々の意識も大きく様変わりしてきたと感じてお

ります。

人口減少対策やその他、すぐに成果につながることがなかなか難しい課題もござい

ますが、これまでの行政の枠組みや手法に必ずしもとらわれない、新たな視点に立っ

て、できることを一つ一つ積み重ねていくことが必要と思っております。

監査に当たりましては、こうしたことを踏まえつつ、いま一度初心に立ち返り、市

民の目線に立って、行財政運営の健全化及び透明性の確保に寄与するなど、監査委員

の責務を果たしてまいりたいと思っております。

どうか皆様には、今後ともよろしく御指導、御鞭撻をいただきますようお願いいた

しまして、再任の御挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

○議長（小松穂積） 以上で、本日の議事は終了いたしました。

これにて６月定例会を閉会いたします。

大変御苦労さまでございました。

午後 ２時２３分 閉 会
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会 議 録 署 名 議 員

議 長 小 松 穂 積

議 員 田 井 博 之

議 員 吉 田 清 孝


